
２０２６年１０月
防 衛 省

令和８年度日米共同統合演習（実動演習）（キーン・ソード２７）
における霧島演習場の使用について

各種事態における日米共同対処及び自衛隊の統合運用について演練・検証し、日米共同統合運用能力の維持・向上を

図るもの。

１．演習の目的

【訓練実施期間】

令和８年１０月１９日（月）～同月２９日（木）

※本期間の約２週間前から展開を、期間後約１週間の間において撤収を行います。

【訓練実施場所】

〇九州抜粋

・福岡県 ：航空自衛隊春日基地、航空自衛隊築城基地、航空自衛隊

芦屋基地、陸上自衛隊飯塚駐屯地等

・大分県 ：陸上自衛隊日出生台演習場、陸上自衛隊十文字原演習場等

・佐賀県 ：陸上自衛隊目達原駐屯地、航空自衛隊背振山分屯基地

陸上自衛隊大野原演習場等

・長崎県 ：陸上自衛隊相浦駐屯地、海上自衛隊佐世保基地、

陸上自衛隊大野原演習場、米海軍佐世保基地等

・熊本県 ：陸上自衛隊健軍駐屯地、陸上自衛隊高遊原分屯地

陸上自衛隊大矢野原演習場等

・宮崎県 ：陸上自衛隊霧島演習場、航空自衛隊新田原基地、航空自衛隊

高畑山分屯基地等

・鹿児島県：陸上自衛隊霧島演習場、陸上自衛隊奄美駐屯地、海上自衛隊鹿屋航空基地、種子島等

２．演習概要等

霧島演習場



〇霧島演習場においては、

⇒ 日米の共同調整所における指揮機関訓練

⇒ 日米共同による対着上陸戦闘訓練、対空戦闘訓練、兵站訓練（空中投下を含む。）、衛生訓練

陸自単独による対艦戦闘訓練を実施するとともに、陸上自衛隊航空機及び米海兵隊航空機の駐機、燃料補給、整備等を実施

する計画です。

〇期間は、令和８年１０月１９日（月）～２９日（木）を計画しています。

※本期間の約２週間前から展開を、期間後約１週間の間において撤収を行います。

〇参加部隊は以下のとおりです。

自衛隊：陸上自衛隊 約１４００名（北部方面隊、第２特科、第２高射特科団等）

（１２式地対艦誘導弾、１０式戦車、１６式機動戦闘車、８７式自走高射機関砲、

９３式近距離地対空誘導弾、０３式中距離地対空誘導弾、８１式短距離地対空誘導弾、

Ｖ－２２×４機程度、ＣＨ－４７×８機程度、ＵＨ－６０×２機程度、ＡＨ－６４×２機程度、ＵＨ－１×８機程度等）

航空自衛隊 Ｃ-２×１機程度、Ｃ－１３０×３機程度等※ 訓練に参加する装備品の輸送で使用

米 軍：米海兵隊 約２５０名（第１２海兵沿岸連隊）

ＭＡＤＩＳ（海兵隊防空統合システム）、ＭＶ－２２×３機程度、Ｃ－１３０×１機程度等

注：員数や参加部隊は現時点で計画中のものである。

３．霧島演習場における訓練の概要

訓練イメージ

共同対着上陸戦闘訓練 対艦戦闘訓練共同兵站訓練（補給品の空中投下等） 共同衛生訓練



４．訓練日程（霧島演習場における予定）

※ 移動の期間は約９日間程度を見込んでいますが、準備が整えば、速やかに移動を開始する予定です。

月 １０

日 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

曜 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

訓
練
予
定

展開、装備品輸送、訓練準備

航空機の飛行

訓
練
開
始

航空機の飛行

月 １０ １１

日 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

曜 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 月 木 金 土 日

訓
練
予
定

撤収準備、装備品輸送、撤収（移動）※実動訓練
（共同対着上陸戦闘訓練、共同対空戦闘訓練、
対艦戦闘訓練、共同衛生訓練等）

航空機の飛行

訓
練
終
了

航空機の飛行

空中投下



Ｑ１ 霧島演習場への展開・撤収の時期や方法は？

Ｑ２ 実弾射撃は実施するのか？

Ｑ３ 夜間及び休日に訓練は実施するのか？

訓練準備のため、１０月８日（木）頃から陸上自衛隊が霧島演習場に展開を開始しており、１０月
１２日（月）頃から米海兵隊の人員及び装備品が、展開する予定です。

陸上自衛隊は陸自車両で展開し、米海兵隊は米側が契約した業者の車両（バス、トレーラー等）で
展開します。また、物資・人員の輸送のため、航空機が飛行する可能性があります。

１０月２９日（木）の訓練終了後、陸上自衛隊は１１月７日（土）頃までに、米海兵隊は１１月５
日（木）頃までの間に、演習場展開時と同様の移動手段で撤収する予定です。

なお、演習場への車両での展開・撤収の際は、交通ルールを順守するなど安全に配慮するよう、
日米の訓練参加部隊（米契約業者含む）に周知徹底します。

霧島演習場においては、実弾を使用した訓練は予定していません。

ただし、訓練において空包は使用します。

訓練は夜間及び休日にも実施する予定ですが、訓練の実施に際しては、演習場の使用規則等を遵守し、
皆様の生活に支障がないよう可能な限り配慮いたします。

＜Ｑ＆Ａ＞



Ｑ５ 訓練期間中の演習場外への外出は？

本訓練に参加する米軍人は、演習場内宿泊を基本としますが、訓練の支援等を行う一部の軍属等の
米軍関係者は周辺の部外ホテルに宿泊する可能性があります。

演習場内に宿泊する米軍人は、食事、入浴を含めて活動は演習場内で行う予定ですが、必要に応じ、
生活に必要な物資を購入等するためにレンタカー等で外出する可能性はあります。

また、外出に際しては、米軍に対し、綱紀粛正の徹底をお願いしています。

訓練における安全性の確保には万全を期してまいります。
皆様の、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

Ｑ４ 航空機の飛行ルートは？

航空機による演習場への進入及び退出ルートについては、周辺住民の皆様に十分配慮したルート
を使用するよう日米間で確認し、基本的に西側から進入及び退出するようにしています。しかしなが
ら、当時の天候等により、やむを得ず北側から進入及び退出する可能性があります。

特に米航空機の飛行ルートについては、十分に注意するよう調整しています。



【資料１】
霧島演習場において使用する主な装備品（自衛隊）（１／２）

装備品 写 真 装備品 写 真 装備品 写 真

８９式小銃
０１式軽対戦車

誘導弾
１０式戦車

２０式小銃 ８４ｍｍ無反動砲 １６式機動戦闘車

５．５６ｍｍ機関銃
ＭＩＮＩＭＩ

１２０ｍｍ迫撃砲

対人狙撃銃 ８１ｍｍ迫撃砲

１２．７ｍｍ
重機関銃

※空包を使用する予定ですが、実弾を使用する計画はありません。



※これらの火器を使用する計画ですが、すべての火器で実弾を使用する計画ではありません

霧島演習場において使用する主な装備品（自衛隊）（２／２）

装備品 写 真 装備品 写 真

１２式地対艦誘導弾 ＡＨ－６４

０３式中距離
地対空誘導弾

ＵＨ－１

８１式短距離
地対空誘導弾

ＵＨ－６０

９３式近距離
地対空誘導弾

ＣＨ－４７

８７式自走高射
機関砲

Ｖ－２２



【資料２】

装備品 写 真

Ｍ４自動小銃

Ｍ２４０機関銃

Ｍ２４
対人狙撃銃

ＭＡＤＩＳ

ＭＶ－２２

霧島演習場において使用する主な装備品（米軍）（１／１）

※空包を使用する予定ですが、実弾を使用する計画はありません。


